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議題４

今後の推進会議の進め方について

資料4



検討の背景

・地域施策や産学官連携による、先
行プロジェクト創生検討、連携実施
・地域PJからの国への施策提案等
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従前の状況
（H2Osakaビジョン
当初策定時点）

現状認識

・GI基金、GX財源による国の支援
・JH2A等全国規模での民間主導
PJ検討や、国への施策・制度提案の
活発化

GX官民投資
による
資金流入



水素関連ビジネス創出検討のステージ（これまで）
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つくる ためる はこぶ つかう

水素関連技術を活用した製品・サービスの提供ビジネスの
関係企業による検討



水素関連ビジネス創出検討のステージ（これから）
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つくる ためる はこぶ つかう

技術の社会実装・ビジネス化に向けた情報共有や理解促進、
事業者や自治体の取組みについて意見交換
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みなおし案
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大阪地域への技術実装に向けた、
産官の課題共有と対応について意見交換を行う場

・先進事例紹介においても「大阪の事業展開環境や市場ポテンシャル、地域実装に向け
た課題や対応案」を定番の論点として設定

・万博の情報や契機活用については継続的に共有、議論

・府内中小企業の取組み事例も共有

・会員アンケートも踏まえて、有効なテーマ設定等について継続的に検討

・営業上の秘密に係る話題の場合は非公開とできる旨の制度改正

・「社会受容性向上」について、大阪または他地域の新たな取組み事例、有識者検討事
例、意識調査事例 など新たな情報共有も検討


